
１
９
３
９

昭
和
14

１
９
３
８

昭
和
13

１
９
３
７

昭
和
12

１
９
３
６

昭
和
11

１
９
３
５

昭
和
10

１
９
３
４

昭
和
9

１
９
３
３

昭
和
8

１
９
３
２

昭
和
7

１
９
３
１

昭
和
6

１
９
３
０

昭
和
5

１
９
２
９

昭
和
4

１
９
２
７

昭
和
2

１
９
２
６

大
正
15

昭
和
元

１
９
２
５

大
正
14

１
９
２
４

大
正
13

１
９
２
３

大
正
12

１
９
２
２

大
正
11

１
９
２
１

大
正
10

１
９
２
０

大
正
9

１
９
１
９

大
正
8

１
９
１
８

大
正
7

１
９
１
７

大
正
6

１
９
１
６

大
正
5

１
９
１
５

大
正
4

１
９
１
４

大
正
3

１
９
１
３

大
正
2

１
９
１
２

明
治
45

大
正
元

１
９
１
１

明
治
44

１
９
１
０

明
治
43

１
９
０
９

明
治
42

１
９
０
８

明
治
41

１
９
０
６

明
治
39

１
９
０
５

明
治
38

１
９
０
４

明
治
37

１
９
０
３

明
治
36

１
９
０
２

明
治
35

１
９
０
１

明
治
34

１
９
０
０

明
治
33

１
８
９
８

明
治
31

１
８
９
７

明
治
30

１
８
９
６

明
治
29

１
８
９
５

明
治
28

１
８
９
４

明
治
27

１
８
９
３

明
治
26

１
８
９
２

明
治
25

１
８
９
１

明
治
24

１
８
９
０

明
治
23

１
８
８
９

明
治
22

１
８
８
８

明
治
21

１
８
８
７

明
治
20

１
８
８
６

明
治
19

１
８
８
４

明
治
17

１
８
８
２

明
治
15

１
８
８
１

明
治
14

１
８
８
０

明
治
13

１
８
７
９

明
治
12

１
８
７
６

明
治
9

１
８
７
５

明
治
8

１
８
７
４

明
治
7

１
８
７
３

明
治
6

１
８
７
２

明
治
5

年
代

66 65 64 63 62 61 60 59 58 57 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 34 33 32 31 30 29 28 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 12 10 9 8 7 4 3 2 1 0 年
齢

新
年
か
ら
快
方
に
向
か
っ
て
い
た
が
、
雪
あ
た
り
で
下
痢
が
続
く
。
心
臓
の
衰
弱
が
加
わ
り
、
2
月
12
日
に
重
態
に
陥
る
。
3
月
1
日
午
後
0

時
20
分
、
門
下
生
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
六
十
六
歳
で
逝
去
。
3
日
、
青
山
斎
場
に
て
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
、
7
日
に
青
山
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
る
。

戒
名 

常
楽
院
綺
堂
日
敬
居
士
。

前
年
の
冬
以
来
風
邪
の
た
め
、
食
欲
不
振
、
不
眠
に
悩
む
。
気
管
支
炎
を
併
発
し
、
心
臓
衰
弱
を
伴
う
。
7
月
か
ら
8
月
、
箱
根
に
転
地
療
養
。

（
最
後
の
旅
）
新
作
戯
曲
に
「
崇
禅
寺
馬
場
」（
新
作
戯
曲
と
し
て
最
後
の
上
演
作
品
）「
天
稚
彦
」。（
最
後
の
戯
曲
創
作
と
な
る
）『
短
歌
研
究
』

に
「
目
黒
の
寺
」
を
寄
せ
た
の
が
最
後
の
原
稿
執
筆
。
気
管
支
炎
か
ら
肺
に
浸
潤
し
、
12
月
か
ら
絶
対
安
静
と
な
る
。

新
年
早
々
、
風
邪
に
罹
り
、
二
ヶ
月
間
食
欲
不
振
に
陥
る
。「
半
七
捕
物
帳
」
の
連
載
を
終
了
。
5
月
23
日
、
長
年
岡
本
綺
堂
家
の
書
生
を
務

め
て
い
た
森
部
経
一
を
養
嗣
子
に
迎
え
、
岡
本
経
一
と
し
、
最
後
の
直
弟
子
と
な
る
。
6
月
、
こ
の
年
改
編
を
受
け
て
新
た
に
発
足
し
た
帝
国

芸
術
院
の
第
一
回
会
員
に
、
劇
界
を
代
表
し
て
推
薦
さ
れ
、
任
命
を
受
け
る
。『
岡
本
綺
堂
全
集
』（
六
芸
社
）
が
刊
行
開
始
。（
日
中
戦
争
の

た
め
第
四
回
配
本
で
中
絶
）
随
筆
集
『
思
ひ
出
草
』（
相
模
書
房
）
を
刊
行
。
歯
痛
の
根
本
治
療
に
か
か
り
、
上
顎
を
総
入
れ
歯
に
す
る
。
新

作
戯
曲
と
し
て
、「
人
情
本
の
夢
」「
天
野
屋
利
兵
衛
」「
樺
太
島
」
な
ど
を
執
筆
。

3
月
に
風
邪
、
5
月
に
中
耳
炎
を
発
し
、
通
院
三
ヶ
月
な
ど
上
半
期
は
体
調
不
良
。
新
作
戯
曲
に
、「
長
崎
奉
行
の
死
」「
影
」（
木
曽
の
旅
人

の
戯
曲
化
）「
霜
夜
鐘
十
字
辻
筮
」
な
ど
を
執
筆
。

「
過
ぎ
に
し
物
語
」
を
改
題
し
た
随
筆
集
『
明
治
劇
談 

ラ
ン
プ
の
下
に
て
』（
岡
倉
書
房
）、
翻
訳
怪
奇
小
説
集
『
支
那
怪
奇
小
説
集
』（
サ
イ
レ

ン
社
）
刊
行
。
新
作
戯
曲
に
、「
河
村
瑞
軒
」「
関
羽
」「
幡
随
長
兵
衛
」「
鉄
舟
と
次
郎
長
」「
入
谷
の
寮
」「
生
贄
」「
鎧
櫃
」
な
ど
。

「
鳥
辺
山
心
中
」
が
仏
訳
さ
れ
て
パ
リ
の
小
劇
場
プ
チ
ト
・
セ
ー
ヌ
で
上
演
さ
れ
る
。
随
筆
集
『
猫
や
な
ぎ
』（
岡
倉
書
房
）
刊
行
。
5
月
、「
半

七
捕
物
帳
」続
篇
を
書
き
始
め
る
。（『
講
談
倶
楽
部
』で「
半
七
捕
物
帳
」の
連
載
を
再
開
）10
月
、舞
臺
社
同
人
と
箱
根
を
旅
行
。
新
作
戯
曲
に
、

「
第
一
日
の
午
前
」「
狐
の
皮
」「
菅
相
丞
」「
書
画
屋
の
半
時
間
」
な
ど
。

5
月
、
元
園
町
の
家
を
引
き
払
い
、
上
目
黒
の
別
宅
（
西さ

い
ご
う
さ
ん
ぼ
う

郷
山
房
）
に
建
増
し
を
し
て
移
転
。
10
月
、
歯
痛
と
風
邪
に
悩
み
、
年
末
に
至
る
。

新
作
戯
曲
は
、「
大
久
保
彦
左
衛
門
」「
鎌
」
な
ど
を
執
筆
。

「
自
来
也
」
が
英
訳
さ
れ
、ア
メ
リ
カ
で
出
版
。
春
陽
堂
の
日
本
小
説
文
庫
と
し
て
『
半
七
捕
物
帳
』（
全
十
四
冊
と
な
る
）、『
綺
堂
読
物
集
』（
以

前
刊
行
さ
れ
た
五
巻
に
『
異
妖
新
篇
』『
怪
獣
』
を
追
加
し
た
全
七
巻
と
な
る
）
が
刊
行
開
始
。『
岡
本
綺
堂
全
集
』
が
改
造
社
か
ら
刊
行
。（
一

巻
で
中
断
）
10
月
、
還
暦
記
念
の
句
集
『
独
吟
』
を
配
布
。
自
寿
の
句
と
し
て
、「
鬼
と
な
ら
ず
仏
と
な
ら
で
人
の
秋
」。
15
日
、
文
壇
・
劇
壇

人
の
発
企
に
て
還
暦
祝
賀
会
が
東
京
会
館
で
催
さ
れ
る
。
新
作
戯
曲
に
、「
と
ん
平
地
蔵
」「
東
京
の
昔
話
」「
続
編
尾
上
伊
太
八
」「
夢
」。

長
年
に
わ
た
り
、
神
経
衰
弱
、
口
内
炎
、
歯
痛
、
神
経
痛
、
胃
痙
攣
、
腎
臓
病
な
ど
を
患
い
、
前
年
あ
た
り
か
ら
殊
に
体
調
が
衰
え
、
こ
の
年

も
不
眠
症
と
神
経
性
リ
ウ
マ
チ
に
悩
み
湯
河
原
や
熱
海
で
の
転
地
療
養
が
増
え
る
。
新
作
戯
曲
は
、「
人
狼
」「
名
古
屋
の
清
正
」「
青
蛙
神
」な
ど
。

1
月
、演
劇
雑
誌
『
舞
臺
』
を
監
修
創
刊
、後
進
に
作
品
発
表
の
場
を
開
く
こ
と
を
主
目
的
に
置
き
、自
ら
添
削・編
集
に
あ
た
る
。
2
月
、5
月
、

8
月
、
9
月
と
四
度
湯
河
原
に
転
地
療
養
。「
修
禅
寺
物
語
」「
鳥
辺
山
心
中
」「
切
支
丹
屋
敷
」
が
仏
訳
・
収
録
さ
れ
、
パ
リ
の
ス
ト
ッ
ク
書

店
か
ら
刊
行
。
6
月
か
ら
7
月
に
か
け
て
、
歯
痛
の
上
に
胃
腸
を
害
し
て
寝
込
む
。「
番
町
皿
屋
敷
」
が
仏
訳
さ
れ
、
パ
リ
の
グ
ラ
ン
・
ギ
ニ

ヨ
ル
劇
場
に
て
上
演
。『
修
禅
寺
物
語
』
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
に
翻
訳
刊
行
さ
れ
る
。「
将
軍
と
僧
と
」「
直
助
権
兵
衛
」「
荒
木
又
右
衛
門
」「
狐

の
戯
れ
」
な
ど
を
執
筆
。

3
月
、「
戦
の
後
」「
大
坂
城
」
が
独
訳
さ
れ
ベ
ル
リ
ン
で
刊
行
、「
長
柄
の
人
柱
」
が
英
訳
さ
れ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
レ
ン
チ

か
ら
出
版
さ
れ
る
。
8
月
、
翻
訳
怪
談
集
『
世
界
怪
談
名
作
集
』
を
改
造
社
か
ら
刊
行
。
9
月
、
門
下
の
嫩
会
同
人
等
と
共
に
、
演
劇
雑
誌

『
舞ぶ

た
い臺
』
創
刊
を
計
画
す
る
。
戯
曲
「
朝
鮮
屏
風
」「
水
滸
伝
の
林
冲
」「
天
保
演
劇
史
」
な
ど
を
執
筆
。

1
月
、「
増
補
信
長
記
」
が
露
訳
さ
れ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
国
立
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ド
ラ
マ
劇
場
で
上
演
。
5
月
、「
新
宿
夜
話
」
を
本
郷
座

で
上
演
さ
れ
左
團
次
の
当
た
り
芸
を
ま
と
め
た「
杏き

ょ
う
か
ぎ
き
ょ
く
じ
ゅ
っ
し
ゅ

花
戯
曲
十
種
」に
、旧
作「
修
禅
寺
物
語
」「
佐
々
木
高
綱
」「
鳥
辺
山
心
中
」「
番
町
皿
屋
敷
」「
尾

上
伊
太
八
」と
並
び
組
み
込
ま
れ
る
。「
修
禅
寺
物
語
」が
仏
訳
さ
れ
、パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
劇
場
で
上
演
。『
中
央
公
論
』に「
相
馬
の
金
さ
ん
」

を
発
表
。
怪
談
劇
「
雷
火
」
を
執
筆
。（
翌
年
『
女
性
』
で
発
表
）
そ
の
他
の
戯
曲
は
、「
雁
金
文
七
」
の
改
稿
、「
牡
丹
燈
記
」「
正
雪
の
二
代
目
」

「
水
野
十
郎
左
衛
門
」「
後
日
の
長
兵
衛
」「
五
右
衛
門
の
釜
」「
お
さ
だ
の
仇
討
」「
水
滸
伝
」
な
ど
。

菊
五
郎
の
依
頼
で
、「
半
七
捕
物
帳
」
か
ら
「
勘
平
の
死
」「
お
化
け
師
匠
」「
湯
屋
の
二
階
」「
三
河
万
歳
」
を
脚
色
し
、
そ
れ
ぞ
れ
上
演
。
大

好
評
を
得
て
、
捕
物
劇
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
。
2
月
末
か
ら
風
邪
に
か
か
り
、
更
に
中
耳
炎
を
併
発
す
る
。
震
災
で
被
災
し
た
旧
宅
地
（
元
園
町

一
丁
目
二
十
七
番
地
）
付
近
の
区
画
整
理
が
決
定
。
5
月
か
ら
再
築
に
か
か
り
、
11
月
3
日
に
、
震
災
以
後
足
掛
け
四
年
目
に
し
て
旧
宅
地
に

復
帰
す
る
。
そ
の
他
の
新
作
戯
曲
は
、「
唐
糸
草
紙
」「
権
三
と
助
十
」「
風
鈴
蕎
麦
屋
」「
江
戸
子
の
死
」「
黄
門
記
」
な
ど
。

2
月
、
書
生
を
務
め
て
い
た
中
野
実
が
病
気
で
帰
郷
し
た
た
め
、
額
田
六
福
の
紹
介
で
、
岡
山
県
勝
央
町
出
身
の
森も

り
べ
き
ょ
う
い
ち

部
経
一
を
書
生
に
迎
え
る
。

「
青
蛙
堂
鬼
談
」を『
苦
楽
』に
連
載
。
春
陽
堂
か
ら『
綺
堂
読
物
集
』の
刊
行
が
決
定
し
、第
一
巻
と
し
て『
三
浦
老
人
昔
話
』を
刊
行
。（
１
９
２
８

年
ま
で
に
『
青
蛙
堂
鬼
談
』『
近
代
異
妖
篇
』『
探
偵
夜
話
』『
古
今
探
偵
十
話
』
を
加
え
、
五
巻
を
数
え
る
）
6
月
20
日
、
大
久
保
を
去
っ
て
、

麹
町
区
麹
町
一
丁
目
一
番
地
に
移
る
。
12
月
2
日
、
脳
貧
血
で
卒
倒
し
、
年
末
ま
で
休
業
し
静
養
す
る
。「
虚
無
僧
」「
小
梅
と
由
兵
衛
」「
時

雨
ふ
る
夜
」「
新
宿
夜
話
」
な
ど
を
執
筆
。

大
久
保
百
人
町
三
百
一
番
地
に
移
る
。
春
陽
堂
か
ら
『
綺
堂
劇
曲
集
』
第
一
巻
刊
行
。（
１
９
３
０
年
ま
で
に
、
十
四
巻
刊
行
）。
プ
ラ
ト
ン
社

の
川
口
松
太
郎
の
依
頼
で
、「
三
浦
老
人
昔
話
」
を
『
苦
楽
』
に
連
載
。
新
作
戯
曲
は
、「
雁
金
文
七
」「
鬼
の
腕
」「
筑
摩
の
湯
」「
維
新
小
話
」「
無

礼
講
」「
小
坂
部
姫
」「
家
康
入
国
」
な
ど
。

正ま
さ
お
か
い
る
る

岡
容
の
紹
介
に
よ
り
、
新
作
社
か
ら
、『
半
七
捕
物
帳
』（
全
五
巻
）
を
刊
行
開
始
し
大
盛
況
。
捕
物
帳
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
確
固
た
る
も
の

に
す
る
。
9
月
1
日
。
関
東
大
震
災
で
被
災
。
家
屋
・
家
財
蔵
書
・
日
記
三
十
五
冊
な
ど
を
焼
失
し
、
家
族
を
引
連
れ
避
難
し
、
翌
日
、
高
田

町
大
原
の
額
田
六
福
宅
に
身
を
寄
せ
る
。10
月
12
日
、仮
に
麻
布
区
宮
村
町
十
番
地
の
貸
家（
麻
布
十
番
）に
移
る
。中
野
実
が
満
州
よ
り
帰
国
し
、

綺
堂
家
の
書
生
と
な
る
。
劇
曲
に
、「
熊
谷
出
陣
」「
両
国
の
秋
」「
江
戸
名
所
図
会
」「
鬼
坊
主
清
吉
」「
臼
井
の
留
守
宅
」「
朝
飯
前
」
な
ど
。

母 

幾
野
、
逝
去
。
新
作
戯
曲
は
、「
御
影
堂
心
中
」「
西
南
戦
争
聞
書
」「
城
山
の
月
」「
小
田
原
陣
」「
自
来
也
」「
寺
の
門
前
」「
階
級
」「
薩
摩

櫛
」「
真
田
三
代
記
」
な
ど
。

3
月
、
風
邪
に
て
約
一
ヶ
月
間
寝
込
む
。
病
後
更
に
中
耳
炎
を
誘
発
し
、
5
月
中
旬
に
癒
え
る
。
6
月
、『
半
七
聞
書
帳
』（
隆
文
館
）
刊
行
。

10
月
15
日
、
数
え
で
五
十
歳
誕
生
日
に
当
た
る
た
め
、
劇
作
家
協
会
主
催
で
、
有
楽
座
に
て
記
念
の
文
芸
講
演
会
と
、
帝
国
ホ
テ
ル
で
祝
賀
会

が
催
さ
れ
る
。
新
作
戯
曲
は
、「
天
の
網
島
」「
曾
我
物
語
」「
仁
和
寺
の
僧
」「
村
井
長
庵
」「
大
坂
城
」「
節
分
」「
俳
諧
師
」「
前
太
平
記
」「
金

色
堂
」「
邯
鄲
」
な
ど
。

4
月
か
ら
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
「
半
七
聞
書
帳
」
を
、『
婦
人
公
論
』
に
「
小
坂
部
姫
」
を
連
載
す
る
。
6
月
、
新
国
劇
が
旧
作
の
怪
奇
劇
「
蟹

満
寺
縁
起
」
を
神
戸
中
央
劇
場
で
初
演
。「
小
栗
栖
の
長
兵
衛
」
を
執
筆
中
に
、甥
の
石
丸
英
一
が
肋
膜
炎
を
発
病
し
、10
月
9
日
に
亡
く
な
る
。

「
小
栗
栖
の
長
兵
衛
」
は
、
11
月
に
明
治
座
で
初
演
、
好
評
を
得
て
、
主
演
の
猿
之
助
の
出
世
作
と
な
る
。

『
文
芸
倶
楽
部
』
に
「
半
七
聞
書
帳
」
を
掲
載
。
帝
国
劇
場
の
委
嘱
を
受
け
て
、
同
劇
場
の
伊
坂
梅
雪
と
共
に
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
欧
米
劇

界
視
察
の
た
め
に
約
半
年
間
洋
行
す
る
。
2
月
27
日
、
東
洋
汽
船
の
天
洋
丸
に
便
乗
し
て
、
横
浜
を
出
帆
。
3
月
15
日
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

入
港
。
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
シ
カ
ゴ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
歴
訪
し
、
4
月
27
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
帆
。
5
月
6
日
、
リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
入
港
。

ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
な
ど
を
歴
訪
。
7
月
12
日
、
田
中
良・二
代
目
市
川
猿
之
助
等
と
熱
田
丸
で
イ
ギ
リ
ス
を
出
帆
。
8
月
23
日
、
神
戸
に
帰
港
し
、

26
日
に
帰
京
。
11
月
、
帝
劇
の
上
演
戯
曲
と
し
て
、
洋
行
時
に
見
聞
し
た
一
次
大
戦
後
の
欧
州
の
社
会
相
を
、
応
仁
の
乱
後
の
京
都
に
当
て
は

め
た
史
劇
「
戦
の
後
」
を
執
筆
。

東
京
日
日
な
ど
四
紙
で
新
聞
小
説
の
連
載
を
持
ち
、
平
行
し
て
雑
誌
に
「
半
七
捕
物
帳
」「
玉
藻
前
」
を
引
き
続
き
連
載
す
る
。
神
経
衰
弱
や

胃
腸
を
悪
く
し
て
修
善
寺
温
泉
・
磯
部
温
泉
な
ど
で
転
地
療
養
し
つ
つ
執
筆
。
新
作
戯
曲
に
、「
新
鏡
山
」「
勾
当
内
侍
」「
唐
人
塚
」
な
ど
。

「
半
七
捕
物
帳
」
第
一
篇
「
お
文
の
魂
」
が
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
掲
載
さ
れ
、「
半
七
捕
物
帳
」
の
連
載
が
始
ま
る
。
7
月
に
「
半
七
捕
物
帳
」

初
の
単
行
本
を
、
平
和
出
版
社
よ
り
刊
行
。「
お
文
の
魂
」
か
ら
「
奥
女
中
」
ま
で
の
七
篇
を
収
録
し
た
。
9
月
、
門
下
生
の
「
嫩ふ

た
ば
か
い会

」
発
足
。

綺
堂
家
に
毎
月
会
合
す
る
こ
と
と
な
る
。
10
月
か
ら
「
半
七
捕
物
帳
」
の
続
篇
を
起
稿
し
、
翌
年
4
月
ま
で
に
六
篇
を
執
筆
。
11
月
よ
り
『
婦

人
公
論
』
に
「
玉
藻
前
」
を
連
載
、歴
史
小
説
の
代
表
作
と
な
る
。
12
月
、風
邪
と
リ
ウ
マ
チ
で
半
月
ほ
ど
寝
込
む
。「
京
の
友
禅
」「
遊
女
物
語
」

「
籠
釣
瓶
」「
頼
豪
阿
闍
梨
」「
清
正
の
娘
」「
長
曾
根
虎
徹
」
な
ど
の
戯
曲
を
執
筆
。

1
月
、
戯
曲
「
番
町
皿
屋
敷
」
を
執
筆
し
、
翌
月
、
左
團
次
主
演
で
本
郷
座
に
て
初
演
、
初
演
か
ら
好
評
を
受
け
る
。
4
月
、
後
に
門
下
の
筆

頭
と
な
る
額ぬ

か
だ
ろ
っ
ぷ
く

田
六
福
が
岡
山
県
か
ら
上
京
、
そ
の
足
で
訪
問
を
受
け
、
文
机
や
本
箱
購
入
の
面
倒
な
ど
を
見
る
。
6
月
か
ら
「
半
七
捕
物
帳
」

を
起
稿
し
、
翌
年
3
月
ま
で
に
七
篇
を
執
筆
。『
婦
人
公
論
』
に
「
両
国
の
秋
」
を
連
載
。
12
月
、
国
府
津
海
岸
で
三
週
間
ほ
ど
静
養
す
る
。

新
作
戯
曲
に
、「
阿
蘭
陀
船
」「
隅
田
川
心
中
」（
初
演
時
は
「
風
流
一
代
噺
」）「
三
巴
雪
夜
話
」
な
ど
。

松ま
つ
い
し
ょ
う
よ
う

居
松
葉
・
岡
鬼
太
郎
と
共
に
演
劇
雑
誌
『
舞ぶ

た
い
げ
い
じ
ゅ
つ

臺
芸
術
』
を
立
ち
上
げ
、「
能
因
法
師
」
を
掲
載
。（
雑
誌
は
長
続
き
せ
ず
。）
8
月
、
上
州
磯

部
に
半
月
ほ
ど
滞
在
し
、
そ
の
間
に
執
筆
し
た
「
鳥
辺
山
心
中
」
は
、
9
月
に
左
團
次
主
演
で
本
郷
座
に
て
初
演
さ
れ
、
綺
堂
の
代
表
作
の
ひ

と
つ
に
数
え
ら
れ
た
。
他
の
新
作
戯
曲
は
、「
増
補
信
長
記
」「
尾
上
伊
太
八
」「
入
鹿
の
父
」「
景
清
」
な
ど
。

作
家
専
業
と
な
り
、
劇
作
以
外
に
も
、
雑
誌
に
翻
訳
・
探
偵
物
・
怪
奇
物
を
書
き
始
め
る
。
左
團
次
の
人
気
上
昇
と
共
に
、
新
歌
舞
伎
作
者
の

第
一
人
者
と
認
め
ら
れ
る
。
戯
曲
執
筆
は
、「
な
こ
そ
の
関
」「
蒙
古
襲
来
」「
浪
華
の
春
雨
」「
酒
の
始
」「
箙
の
梅
」「
板
倉
内
膳
正
」
な
ど
。

こ
の
頃
か
ら
大
正
10
年
頃
に
掛
け
て
、
新
聞
各
紙
に
連
載
小
説
を
執
筆
す
る
。

自
宅
の
建
て
直
し
の
た
め
、後
ろ
隣
の
貸
家
に
移
る
。（
10
月
新
築
完
成
。
後
に
こ
の
家
を
「
甲こ

う
じ
ろ
う

字
楼
」
と
称
す
る
）
5
月
、や
ま
と
新
聞
に
「
五

人
の
話
」
を
連
載
。
12
月
、や
ま
と
新
聞
社
を
退
社
し
、24
年
間
の
記
者
生
活
に
終
止
符
を
打
つ
。「
浅
茅
が
宿
」「
室
町
御
所
」「
蟹
満
寺
縁
起
」

「
切
支
丹
屋
敷
」「
名
立
崩
れ
」「
長
柄
の
人
柱
」「
雨
夜
の
曲
」「
鎌
倉
の
一
夜
」「
わ
が
家
」「
佐
々
木
高
綱
」
な
ど
積
極
的
に
戯
曲
を
執
筆
す
る
。

六
代
目
尾
上
梅
幸
の
た
め
に
書
い
た
怪
談
劇
「
平
家
蟹
」
を
4
月
に
浪
花
座
で
初
演
。
歌
右
衛
門
の
た
め
に
「
細
川
忠
興
の
妻
」
を
書
く
。（
歌

舞
伎
座
上
演
の
予
定
が
延
期
と
な
り
、大
正
5
年
11
月
に
帝
国
劇
場
で
初
演
）
旧
作
「
弟
切
草
」
の
訂
正
と
、「
べ
ら
ぼ
う
の
始
」「
新
朝
顔
日
記
」

「
長
恨
歌
」「
千
葉
笑
ひ
」「
武
田
信
玄
」
な
ど
の
戯
曲
を
執
筆
。
11
月
、や
ま
と
新
聞
に
「
飛
騨
の
怪
談
」
を
連
載
。（
翌
年
鈴
木
書
店
か
ら
刊
行
）

12
月
中
旬
か
ら
胃
腸
を
病
ん
で
年
末
ま
で
寝
込
み
、
併
せ
て
リ
ウ
マ
チ
に
悩
む
。
こ
の
年
、
大
村
嘉
代
子
が
門
下
に
入
る
。

左
團
次
主
演
で
「
貞
任
宗
任
」
を
明
治
座
で
初
演
。
1
月
に
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
修
禅
寺
物
語
」
を
5
月
に
明
治
座
で
初
演
。

左
團
次
の
好
演
も
あ
り
大
好
評
で
、
綺
堂
、
左
團
次
双
方
の
代
表
作
と
な
る
。
六
代
目
尾
上
菊
五
郎
の
た
め
に
書
い
た
「
大
津
絵
草
紙
」
を
6

月
に
市
村
座
で
初
演
。
7
月
、元
園
町
の
自
宅
を
売
却
し
、同
町
二
十
七
番
地
に
移
る
。
左
團
次
に
当
て
書
き
し
た
初
の
世
話
物
「
箕
輪
の
心
中
」

が
10
月
に
明
治
座
で
初
演
さ
れ
、
好
評
を
得
る
。

左
團
次
主
演
の
「
承
久
絵
巻
」
と
、五
代
目
中な

か
む
ら
し
か
ん

村
芝
翫
（
の
ち
の
五
代
目
中
村
歌
右
衛
門
）
主
演
の
「
太
平
記
足
羽
合
戦
（
後
年
に
改
作
し
て
「
義

貞
最
期
」）」
を
そ
れ
ぞ
れ
明
治
座
で
初
演
。「
黒
船
話
」
初
演
、
好
評
。
若
年
に
し
て
老
成
し
た
味
の
作
品
で
あ
っ
た
。

戯
曲
「
振
袖
火
事
」
を
『
文
芸
倶
楽
部
』
に
発
表
。「
修
禅
寺
物
語
」
を
執
筆
。
3
月
か
ら
姉
の
子
、
石
丸
英
一
を
自
宅
に
引
取
る
。
や
ま
と

新
聞
社
に
復
社
。
左
團
次
等
に
当
て
て「
承
久
絵
巻
」を
執
筆
す
る
。
左
團
次
の
た
め
に
専
ら
戯
曲
を
書
き
始
め
、左
團
次
は
綺
堂
の
新
作
に
よ
っ

て
名
を
成
し
、
綺
堂
も
ま
た
左
團
次
の
芸
に
よ
っ
て
名
を
成
し
て
い
っ
た
。

『
文
芸
倶
楽
部
』に「
由
井
正
雪
」を
発
表
し
、4
月
に
新
富
座
に
て
演
劇
界
で
自
作
自
演
。
7
月
、「
革
新
劇
」を
組
織
し
た
川
上
音
二
郎
の
依
頼
で
、

「
白
虎
隊
」
を
書
き
、更
に
「
奇
兵
隊
」
を
追
加
し
て
史
劇
「
維
新
前
後
」
と
題
す
。
最
初
の
戯
曲
本
と
な
る
『
維
新
前
後
』（
古
今
堂
）
を
刊
行
。

9
月
20
日
か
ら
明
治
座
（
二
代
目
市い

ち
か
わ
さ
だ
ん
じ

川
左
團
次
主
演
）
に
て
上
演
さ
れ
る
。（
綺
堂
・
左
團
次
提
携
の
先
駆
け
）
9
月
末
、
伊
豆
の
修
善
寺
温

泉
を
訪
れ
、新
井
旅
館
に
逗
留
。
そ
の
間
に
「
修
禅
寺
物
語
」
を
構
想
。
東
京
毎
日
新
聞
社
は
、島
田
三
郎
社
長
が
辞
職
し
、経
営
が
他
人
に
移
っ

た
た
め
、
社
員
も
全
員
退
社
し
、
東
京
毎
日
新
聞
演
劇
会
も
解
散
す
る
。

若
葉
会
が
東
京
毎
日
新
聞
演
劇
会
と
改
名
し
、
東
京
毎
日
新
聞
社
の
経
営
に
移
っ
た
た
め
、
綺
堂
も
移
籍
。
俳
優
の
鑑
札
を
受
け
、「
新
羅
三
郎
」

以
来
六
度
自
作
自
演
を
す
る
が
、
音
声
が
冴
え
な
い
上
、
芸
に
内
端
な
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
、
俳
優
綺
堂
は
不
評
で
あ
っ
た
が
、
作
者
綺
堂
は
一

部
で
は
注
目
さ
れ
始
め
て
い
た
。
綺
堂
は
、
川か

わ
む
ら
か
り
ょ
う

村
花
菱
に
対
し
「
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
も
元
俳
優
だ
つ
た
が
、
俳
優
と
し
て
は
決
し
て
う
ま
い
方

で
は
な
か
っ
た
。
が
、
劇
作
家
と
し
て
は
あ
れ
だ
け
の
立
派
な
も
の
に
な
つ
た
。
わ
た
し
は
俳
優
に
な
ら
う
と
す
る
ん
ぢ
や
な
い
。
劇
作
の
た

め
の
勉
強
な
ん
で
す
か
ら･･････

」
と
発
言
し
た
こ
と
が
遺
っ
て
い
る
。

杉す
ぎ
が
ん
あ
み

贋
阿
弥
・
右み

ぎ
た
の
ぶ
ひ
こ

田
寅
彦
・
岡
鬼
太
郎
・
伊い

さ
か
ば
い
せ
つ

坂
梅
雪
・
岡お

か
む
ら
し
こ
う

村
柿
紅
等
と
文
士
劇
「
若
葉
会
」
を
組
織
し
、
5
月
に
歌
舞
伎
座
で
開
演
。
一
番
目
と

し
て
綺
堂
作
の
史
劇
「
天
目
山
」
を
上
演
。

日
露
戦
争
開
戦
に
伴
い
、
従
軍
記
者
と
し
て
7
月
か
ら
渡
満
。
遼
陽
会
戦
・
沙
河
会
戦
を
経
験
し
、
紙
面
に
従
軍
記
を
伝
え
る
。
途
中
、
小
銃

弾
に
帽
子
を
撃
ち
落
と
さ
れ
る
が
、
幸
に
事
な
き
を
得
る
。
11
月
に
帰
国
。

1
月
、英
国
公
使
館
内
で
留
学
生
の
語
学
教
師
と
な
る
。
従
来
の
居
宅
が
手
狭
に
な
り
、3
月
か
ら
同
番
地
内
に
二
階
建
て
家
屋
の
新
築
を
始
め
、

6
月
に
移
転
。
そ
の
間
に
東
京
日
日
新
聞
社
へ
十
年
振
り
に
復
社
す
る
（
語
学
教
師
と
兼
職
）。
社
会
部
長
の
傍
ら
、
劇
評
を
担
当
。

歌
舞
伎
座
1
月
興
行
で
、
初
の
自
作
戯
曲
上
演
と
な
る
、「
金
鯱
噂
高
浪
」
が
上
演
さ
れ
る
も
不
評
。
父 

敬
之
助
、
逝
去
。『
文
芸
倶
楽
部
』
に

の
企
画
「
妖
怪
談
」
に
、「
お
住
の
靈
」（「
狂
生
」
名
義
）
を
寄
せ
、
こ
れ
が
後
の
、｢

半
七
捕
物
帳｣

第
一
篇
「
お
文
の
魂
」
の
原
型
と
な
る
。

続
け
て
同
じ
く
『
文
芸
倶
楽
部
』
の
企
画
「
日
本
妖
怪
実
譚
」・「
西
洋
妖
怪
実
譚
」
に
も
寄
稿
し
、
そ
れ
ぞ
れ
「
河
童
小
僧
」・「
池
袋
の
怪
」・

「
木
曾
の
怪
物
」、「
画
工
と
幽
靈
」
を
発
表
。

経
営
難
の
た
め
、
8
月
に
や
ま
と
新
聞
社
を
退
社
。『
文
芸
倶
楽
部
』
に
諸
作
を
発
表
。
以
来
、『
文
芸
倶
楽
部
』
や
『
演
芸
世
界
』
を
始
め
雑

誌
へ
の
寄
稿
が
増
え
る
。
12
月
、
岡お

か
お
に
た
ろ
う

鬼
太
郎
、
条
野
採
菊
（
病
気
の
た
め
途
中
降
板
）
と
合
作
に
て
「
金

こ
が
ね
の
し
ゃ
ち
ほ
こ
う
わ
さ
た
か
な
み

鯱
噂
高
浪
」
を
書
く
。

元
園
町
の
住
居
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
隣
地
に
新
築
を
始
め
る
。
10
月
、
や
ま
と
新
聞
社
に
入
社
。
同
社
の
条じ

ょ
う
の
さ
い
ぎ
く

野
採
菊
（
鏑か

ぶ
ら
き
き
よ
か
た

木
清
方
の
父
）
に

教
え
を
受
け
る
。
12
月
に
新
宅
が
完
成
し
移
転
。

東
京
新
聞
社
が
解
散
し
、
職
を
失
う
。
こ
の
頃
戯
曲
の
草
稿
を
度
々
書
く
が
、
各
劇
場
は
局
外
者
の
作
は
受
け
入
れ
ず
、
新
聞
雑
誌
も
上
演
未

定
の
戯
曲
の
掲
載
は
難
し
く
、
三
十
余
種
の
戯
曲
が
筐
底
に
眠
る
。

金
森
え
い
と
結
婚
。
4
月
、
人
力
車
同
士
の
事
故
で
転
覆
墜
落
し
、
通
り
か
か
っ
た
馬
車
の
下
に
倒
れ
な
が
ら
も
、
不
思
議
と
傷
を
負
わ
ず
し

て
助
か
る
。『
文
芸
倶
楽
部
』
に
「
狗
侍
」
を
発
表
。

英
国
公
使
館
附
陸
軍
大
佐 

サ
ト
リ
オ
ス
の
日
本
語
教
師
と
な
る
。
持
病
の
一
つ
と
な
る
リ
ウ
マ
チ
を
発
症
。
8
月
の
『
歌
舞
伎
新
報
』
に
「
岡

本
狂
綺
堂
」
の
名
で
、
初
め
て
史
劇
「
紫
宸
殿
」
を
発
表
す
る
。（
舞
台
に
は
掛
か
ら
ず
）
9
月
、
東
京
新
聞
社
へ
入
社
す
る
。

絵
入
日
報
社
は
、
創
刊
以
来
不
振
の
た
め
、
5
月
を
以
て
退
社
。
6
月
に
実
家
に
帰
り
、
地
方
新
聞
の
小
説
や
雑
誌
の
原
稿
な
ど
を
書
く
。

有
楽
町
に
移
住
。
7
月
か
ら
日
清
戦
争
が
開
戦
し
、
編
集
が
多
忙
を
極
め
、
9
月
に
脳
貧
血
で
卒
倒
。
12
月
に
中
央
新
聞
社
を
辞
め
、
新
創
立

の
絵
入
日
報
社
に
移
籍
す
る
。

地
方
紙
に
小
説
等
を
執
筆
。
中
央
新
聞
社
に
移
籍
、
社
会
部
主
任
で
劇
評
担
当
を
兼
ね
る
。

一
年
志
願
兵
の
体
格
検
査
に
丙
種
不
合
格
。
井
ノ
口
一
家
の
移
転
に
伴
い
、
住
居
を
転
々
と
し
、
下
宿
・
同
居
の
不
便
さ
か
ら
思
い
切
っ
て
貸

家
を
探
し
、
京
橋
区
三
十
間
堀
に
一
戸
を
構
え
る
。

父
と
軽
井
沢
に
赴
く
際
に
、
碓
氷
峠
で
乗
合
馬
車
が
転
覆
し
、
帽
子
と
洋
傘
が
崖
下
に
落
ち
る
も
九
死
に
一
生
を
得
る
。
連
印
問
題
が
円
満
に
解

消
し
た
が
、
進
学
の
道
を
選
ば
ず
後
年
に
な
っ
て
後
悔
す
る
。
6
月
、
福
地
桜
痴
を
訪
ね
「
小
説
脚
本
の
こ
と
は
各
自
の
工
夫
発
明
に
よ
る
も
の

な
れ
ば
、
説
く
べ
か
ら
ず
、
教
ゆ
べ
か
ら
ず
。
劇
作
家
た
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
先
ず
わ
が
国
の
書
を
読
め
、
漢
書
を
読
め
、
洋
書
を
読
め
。
そ
れ

か
ら
の
事
に
就
て
不
明
の
点
あ
ら
ば
、
来
り
て
我
に
質
せ
」
と
助
言
を
受
け
る
。
実
家
を
出
て
、京
橋
区
五
郎
兵
衛
町
の
井
ノ
口
家
二
階
に
下
宿
。

同
人
雑
誌
『
東
も
や
う
』
に
「
盲
心
中
」、『
東
京
日
日
新
聞
』
に
「
高
松
城
」
を
連
載
。

父
の
知
人
で
東
京
日
日
新
聞
社
社
長
の
関
直
彦
を
頼
り
、
同
社
に
入
社
。
編
集
の
傍
ら
校
正
を
手
伝
う
。
劇
評
も
執
筆
し
、「
狂
言
綺
語
」
に

因
ん
で
狂
綺
堂
主
人
と
号
し
た
。（
後
に
岡
本
綺
堂
）
社
の
先
輩
、
塚つ

か
は
ら
じ
ゅ
う
し
え
ん

原
渋
柿
園
・
西に

し
だ
き
ん
ぱ

田
菫
坡
か
ら
教
授
さ
れ
、
文
学
的
に
も
影
響
を
受
け
た
。

7
月
、中
学
卒
業
。昨
年
以
来
の
連
印
問
題
が
解
消
せ
ず
進
学
を
断
念
し
、自
活
の
道
を
計
画
す
る
。父
の
金
策
を
手
伝
い
、徒
歩
で
甲
府
に
赴
く
。

11
月
、
歌
舞
伎
座
開
場
、
父
と
見
物
し
團
十
郎
の
楽
屋
を
訪
ね
た
折
、
福ふ

く
ち
お
う
ち

地
桜
痴
と
初
め
て
対
面
す
る
。

父
の
友
人
二
人
が
、
興
し
た
事
業
に
そ
れ
ぞ
れ
失
敗
し
、
父
が
保
証
人
で
あ
っ
た
た
め
、
岡
本
家
は
破
産
の
危
機
に
瀕
す
る
。
綺
堂
は
ア
ス
ト

ン
等
と
共
に
、
初
の
著
書
と
な
る
『
和
英
対
訳
記
事
論
説
文
例
』
を
刊
行
す
る
。

父
と
新
富
座
を
見
物
。
狂
言
作
者 

竹た
け
し
ば
き
す
い

柴
其
水
に
初
め
て
面
会
し
「
劇
作
家
志
望
は
賛
成
な
れ
ど
、
楽
屋
内
の
人
と
な
ら
ぬ
方
が
将
来
の
た
め
に

宜
し
か
る
べ
し
」
と
助
言
を
受
け
る
。

劇
作
家
に
な
ろ
う
と
決
心
。
以
降
、演
劇
に
関
す
る
本
を
読
み
、小
芝
居
を
巡
礼
し
、特
に
鳥
熊
芝
居
（
春
木
座
）
で
多
く
の
狂
言
を
見
覚
え
る
。

子
供
の
頃
か
ら
教
授
さ
れ
て
い
た
英
国
公
使
館
の
一
等
書
記
官
で
、
後
に
『
日
本
文
学
史
』『
日
本
神
道
論
』
を
著
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ョ
ー

ジ
・
ア
ス
ト
ン
を
訪
ね
、
芝
居
話
を
聞
き
、
翌
年
ア
ス
ト
ン
か
ら
芝
居
の
脚
本
を
借
り
て
読
む
。

東
京
府
中
学
校
入
学
。
夏
期
休
暇
中
、赤
坂
の
溜
池
で
毎
日
泳
ぐ
。『
里
見
八
犬
伝
』『
浮
世
風
呂
』な
ど
を
読
み
、公
使
館
の
留
学
生
か
ら
チ
ャ
ー

ル
ズ・ラ
ム『
沙シ

ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

翁
物
語
』な
ど
を
聴
く
。
元
御
家
人
の
子
に
は
、官
吏
へ
の
立
身
の
望
み
は
な
い
こ
と
を
感
じ
、こ
の
頃
初
め
て
文
学
者
を
志
す
。

平
河
小
学
校
に
入
学
。
試
験
を
受
け
て
、
中
等
科
第
三
級
（
現
在
の
小
学
校
五
年
生
に
相
当
）
に
編
入
。

父
に
漢
詩
を
学
び
、
武
田
の
叔
父
に
英
語
を
学
ぶ
。
公
使
館
に
出
入
し
、
留
学
生
等
に
も
英
語
を
学
び
、
外
国
の
お
伽
話
な
ど
を
聴
く
。
こ
れ

ら
の
経
験
が
、
海
外
の
小
説
を
原
書
で
読
む
こ
と
に
生
涯
役
立
ち
、
創
作
の
材
料
に
も
な
っ
た
。

芝
居
の
脚
本
を
初
め
て
読
む
。
草
双
紙
の
な
か
で
も
怪
談
物
を
好
ん
で
読
ん
だ
。
叔
父 

武
田
悌
吾
か
ら
西
洋
の
お
化
け
話
・
芝
居
の
話
を
聴
く
。

父
に
連
れ
ら
れ
新
富
座
を
芝
居
見
物
し
、
楽
屋
に
九
代
目
市
川
團
十
郎
を
訪
ね
、
團
十
郎
か
ら
「
坊
ち
や
ん
も
作
者
に
な
り
ま
せ
ん
か
」
と
言

わ
れ
る
。
初
め
て
歯
痛
に
悩
み
、
そ
れ
が
持
病
の
一
種
と
な
る
。

3
月
、
麻
疹
に
か
か
り
危
篤
に
陥
る
。
一
旦
は
死
ん
だ
も
の
と
諦
め
ら
れ
た
が
蘇
生
し
、
4
月
に
全
快
。

春
、
近
火
の
た
め
家
屋
が
類
焼
し
、
近
所
に
転
居
。
後
に
、
焼
け
た
旧
宅
は
近
所
で
有
名
な
化
物
屋
敷
だ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
秋
、
英
国
公
使

館
は
麹
町
区
五
番
町
に
新
築
し
移
転
。
岡
本
家
も
麹
町
区
元
園
町
一
丁
目
十
九
番
地
に
新
築
し
転
居
。
父
か
ら
、「
三
字
経
」
の
素
読
を
学
ぶ
。

5
月
下
旬
の
夕
方
、
女
中
に
連
れ
ら
れ
、
中
坂
の
湯
屋
へ
行
く
途
中
、
行
方
不
明
と
な
る
。
翌
早
朝
、
女
中
が
中
坂
辺
り
を
再
捜
索
中
に
、

三
十
歳
前
後
の
男
に
手
を
ひ
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
保
護
さ
れ
る
。

6
月
中
旬
、
庭
に
面
し
た
六
畳
の
小
座
敷
に
寝
か
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
小
獣
が
襲
っ
て
き
た
が
、
寸
前
に
母
が
発
見
し
無
事
だ
っ
た
。
英
国

公
使
館
が
麹
町
飯
田
町
へ
移
転
す
る
の
に
従
い
、
岡
本
家
も
転
居
。
飯
田
町
二
合
半
坂
に
あ
っ
た
某
旗
本
の
古
屋
敷
を
借
り
て
住
む
。

10
月
15
日
（
新
暦
11
月
15
日
）、
父 

敬
之
助
（
後
に
純き

よ
し

に
改
名
）、
母 

幾き

の野
の
長
男
と
し
て
東
京
高た

か
な
わ輪

泉
岳
寺
畔
に
生
ま
れ
る
。
本
名
・
敬
二
。

父
は
一
二
〇
石
取
り
の
徳
川
方
の
元
御
家
人
で
、
維
新
後
は
英
国
公
使
館
に
書
記
と
し
て
勤
め
る
。
姉
弟
は
二
つ
違
い
の
姉 

梅
が
い
る
。

岡　
本　
綺　
堂　
関　
連

太
宰
治
「
富
嶽
百
景
」

泉
鏡
花
死
去

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

中
原
中
也
『
在
り
し
日
の
歌
』

横
溝
正
史
「
人
形
佐
七
捕
物
帳
」

国
家
総
動
員
法

中
原
中
也
死
去

日
中
戦
争
勃
発

江
戸
川
乱
歩
「
怪
人
二
十
面
相
」

二・二
六
事
件

坪
内
逍
遥
死
去

芥
川
賞
・
直
木
賞
創
設

宮
沢
賢
治
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

中
原
中
也
『
山
羊
の
歌
』

小
林
多
喜
二
、
宮
沢
賢
治
死
去

国
際
連
盟
脱
退

五・一
五
事
件

満
州
国
建
国

野
村
胡
堂
「
銭
形
平
次
捕
物
控
」

満
州
事
変

田
山
花
袋
死
去

ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
会
議

小
林
多
喜
二
「
蟹
工
船
」

世
界
恐
慌

円
本
ブ
ー
ム

芥
川
龍
之
介
死
去

額
田
や
え
子
生

昭
和
金
融
恐
慌
・
モ
ラ
ト
リ
ア
ム

川
端
康
成
「
伊
豆
の
踊
り
子
」

額
田
六
福
「
白
野
弁
十
郎
」
初
演

木
村
毅
『
兎
と
妓
生
と
』

普
通
選
挙
法
・
治
安
維
持
法
公
布

宮
沢
賢
治
「
春
と
修
羅
」

第
二
次
護
憲
運
動

関
東
大
震
災

志
賀
直
哉
「
暗
夜
行
路
」

森
鴎
外
死
去

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
論
理
哲
学
論
考
』

小
川
未
明
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」

バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
来
日

菊
池
寛
「
真
珠
夫
人
」

黒
岩
涙
香
死
去

国
際
連
盟
成
立

パ
リ
講
和
会
議

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
調
印

シ
ベ
リ
ア
出
兵

米
騒
動

菊
池
寛
「
父
帰
る
」

ロ
シ
ア
革
命

夏
目
漱
石
死
去

芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」

対
華
二
十
一
箇
条
要
求

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発

シ
ー
メ
ン
ス
事
件

和
辻
哲
郎
『
ニ
イ
チ
ェ
研
究
』

大
正
政
変

第
一
次
護
憲
運
動

清
滅
亡

タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
沈
没

関
税
自
主
権
回
復

辛
亥
革
命

谷
崎
潤
一
郎
「
刺
青
」

大
逆
事
件

森
部
経
一
生

『
ア
ラ
ラ
ギ
』
創
刊

島
崎
藤
村
「
破
戒
」

文
芸
協
会
設
立

夏
目
漱
石
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
締
結

坪
内
逍
遥
「
桐
一
葉
」
初
演

日
露
戦
争
勃
発

尾
崎
紅
葉
死
去

日
英
同
盟
成
立

与
謝
野
晶
子
『
み
だ
れ
髪
』

ノ
ー
ベ
ル
賞
設
立

泉
鏡
花
「
高
野
聖
」

隈
板
内
閣
成
立

尾
崎
紅
葉
「
金
色
夜
叉
」

樋
口
一
葉
死
去

樋
口
一
葉
「
た
け
く
ら
べ
」

下
関
条
約
締
結

木
村
毅
生

日
清
戦
争
勃
発

明
治
座
開
場

市
村
座
開
場

『
萬
朝
報
』
創
刊

大
津
事
件

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
起
工

蛮
勇
演
説

森
鴎
外
「
舞
姫
」

額
田
六
福
生

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

オ
ス
カ
ー・ワ
イ
ル
ド
「
幸
福
な
王
子
」

コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
「
緋
色
の
研
究
」

ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
事
件

秩
父
事
件

板
垣
退
助
遭
難
事
件

明
治
十
四
年
の
政
変

国
会
開
設
の
勅
諭

宮
内
省
雅
楽
課
「
君
が
代
」
作
曲

沖
縄
県
設
置

神
風
連
・
秋
月
・
萩
の
乱

グ
ラ
ハ
ム･

ベ
ル
電
話
機
の
発
明

樺
太
・
千
島
交
換
条
約

民
撰
議
院
設
立
建
白
書

徴
兵
令
公
布
・
地
租
改
正

新
橋-

横
浜
間
鉄
道
開
業

明
治
改
暦
（
太
陽
暦
の
導
入
）

国 

内 

外 

動 

向

　
　

岡

本

綺

堂

略

年

譜

／

・「
綺
堂
年
譜
」（
額
田
六
福 

編
集
『
舞
臺 

第
三
年
第
十
號
』（
舞
臺
社
、
一
九
三
二
））

・「
岡
本
綺
堂
年
譜
」（
額
田
六
福 

編
集
『
舞
臺 

第
十
年
第
五
號
』（
舞
臺
社
、
一
九
三
九
））

・
岡
本
綺
堂 

著
『
明
治
劇
談 

ラ
ン
プ
の
下
に
て
』（
岡
倉
書
房
、
一
九
三
五
）

・
岡
本
綺
堂 

著
『
弟
子
へ
の
手
紙
』（
青
蛙
房
、
一
九
五
八
）

・
岡
本
経
一 

編
『
綺
堂
年
代
記
』（
同
光
社
、
一
九
五
一
）

・
岡
本
経
一 

編
『
岡
本
綺
堂
日
記
』（
青
蛙
房
、
一
九
八
七
）

・
岡
本
経
一 

編
『
岡
本
綺
堂
日
記
・
続
』（
青
蛙
房
、
一
九
八
九
）

参
考
資
料

・
大
仏
次
郎
、
川
口
松
太
郎
、
木
村
毅 

監
修
『
大
衆
文
学
大
系
7 

岡
本
綺
堂 

菊
池
寛 

久
米
正
雄
』（
講
談
社
、

一
九
七
一
）

・
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
室 

編
『
近
代
文
学
研
究
叢
書 

第
44
巻
』（
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所
、

一
九
七
七
）

・
西
口
徹 

編
『KAW

ADE 

夢
ブ
ッ
ク 

文
藝
別
冊 

総
特
集 

岡
本
綺
堂
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
四
）

二
〇
二
二
年　
勝
央
美
術
文
学
館
作
成


